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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第2回院内研修について

日時：7/28(火)、7/29(水)　17：30～18：30　場所：メンタルケア病棟3階　会議室　

テーマ：「SBAR」講師：前田JGM　

各自、当日の参加予定を記入すること
・看護グループ研修について

　日時：7月22、23日　17：15～　場所：メンタル会議室　3階　

対象：看護・介護スタッフ　テーマ：「人事考課」講師：菅原ＡＯＭ

出欠を7/21（火）迄に入力すること。

＜利用者様情報＞
・小泉　晋哉　様～7/23より利用開始となっている。

・上川原　豊　様～7/20より利用再開となっている。

・鈴木　淳浩　様～来所時より表情冴えない為、体調を確認。昨夜、眠剤を服用したが「30分毎に目が覚めて、眠った気がしない。」とのこと。心配事や不安については「ないですね。」とすぐ返答している。食欲なく、昨日朝はゼリー飲料、昼食は摂取せず、夕食はパンを摂取したとのこと。水分は摂れており、今朝はパンを少量しか食べていないと話す。テーブルに伏しており、声掛けにて個室で静養している。昼食はパン１ヶとイオン飲料摂取している。引き続き体調確認と不安や心配事がないか声を掛けていく。

・中村　茂　様　～本日、本人より「足がフラフラして歩けない」と架電ある。不調を傾聴しながら、デイナイトケア利用の必要性を含めて再三の促しを行い、やや遅れて来所する。体調を確認すると、「朝体がだるいのが強く起き上がれなかった。」「起きてみたり、横になったりしていた」と表情良く話す。活気のない様子が見られるが、プログラムへは参加出来ている。引き続き、睡眠・身体不調の有無の確認や本人の訴えを傾聴し、精神的安定が図れるよう関わっていく。　

・種本　サハ　様～8月末退院予定。7/21(火)、22(水)と外泊訓練を行い、7/21(火)は病院からそのままデイナイトケアの体験利用を予定している。帰宅時のタクシー利用について、入院中のため介護保険でのタクシー利用出来ないため、一般のタクシー利用になることを本人に説明することとしている。

＜外来情報＞

・久慈　邦平　様～呂律回らない。また涎が出るということでジプレキサ（5）から（2.5）に減っている。

・坂本　健治　様～昨日から軽い頭痛で熱があると話している。デイも休みましたとのこと。

カンファレンスシート（五日市　規様）

実施日：H27年7月16日（木）13：30～14：00

担当チーム：油津　裕子・鳥谷部久美子・會津　慧実
検討内容目標、計画の評価

	氏名
	五日市　規様
	性別
	男
	年齢
	64
	生年月日
	Ｓ26．1．25

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	1､ 基本的生活習慣の修得

2､ 身体機能の維持・向上

3､ 対人関係の改善

4､ 作業の能力・持続性の向上

5､ 病識を見につける。

6､ 社会資源の利用

	本人希望
	単身生活をしたい。

	家族希望
	何かあった時は対応するが、金銭的には援助できない。

	入院歴
	計3回（最終：Ｓ53年5月1日～Ｈ24年9月8日）

	通所歴
	　　1回目

· 今回：H24年9月13日～現在　　（週4回/月・火・木･金曜日）

	その他サービス利用
	青山荘

	住居：青山荘入所中
	家族構成

兄弟は不明。

従兄弟→保護者（借金ある為、金銭的には援助できない）

	利用制度
	障害手帳2級
	障害年金厚生2級
	自立支援　上限額5.000円


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	再発せずに、地域での生活を継続する
	①内服を欠かさず継続する。
	①スタッフからの声掛けがなくても、確実に服薬できるようにする。
	①通所時（外出時）は、ポケットに薬包が入っているか確認する。来所時、スタッフは薬包を持ってきたか確認する。

	
	②ストレスをためない。
	②疲労やストレス等があった際にはスタッフに相談する。
	②疲労・睡眠・イライラ感などストレスがあった時はスタッフに相談し、スタッフと共に解決方法を考える


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①スタッフからの声掛けがなくても、確実に服薬できるようにする。
	達成度90％
・怠薬で病状再燃を繰り返した経緯のある方なので、地域生活を行うにあたり、内服管理が必要。

・現在は、青山荘で自己管理しており、青山荘スタッフが服薬したか確認をし、忘れていたら声をかけている。デイケアでは昼食後薬のみ確認。

・現在は、殆ど忘薬はみられないが、青山荘での当番の時に忘れることや、空包に薬が残っている事あり、声掛けをしている。本人に服用後も確認するよう伝えている。
	現在忘薬はあまり見られていないが、当番の時に忘れてしまう等、普段と違うことを行っている際に忘薬することがある。今後青山荘退所後はグループホーム入居となり、環境の変化から、忘薬をしてしまうリスクが高くなることが予測される。今後も目標計画を継続し、グループホーム入居後にも忘薬なく服用していけるように状況確認、声掛けを行っていく。

	※青山荘退所後について
	・今年8月頃、青山荘退所予定。

・グループホーム入所は内定されており、8月頃入所予定となっている。怠薬によって、生活の乱れにつながる可能性が高いため、グループホームのスタッフとの情報共有が必要と思われる。
	

	②疲労やストレス等があった際にはスタッフに相談する。
	達成度80％
・不満やストレスを溜め込んで、不機嫌となることが以前は見られていたが、最近は、自分なりに気になる事があれば、スタッフに伝える事が出来ている。

・睡眠は安定している。疲労感はあるが、「まあ、歳だから」と話しており、特に強い疲労感はない様子。

・本人は、手足の湿疹、特に足の裏が気になり、軟膏を塗布するとぬるぬるしてバランスが取れない、力が入らない、違和感を感じると話している。ストレスの原因の１つではないかと考えられる。

・青山荘にて、ミーティングの際に頭皮のふけについて本人に声を掛けた時に不機嫌な表情をしていることがあったとのこと。手洗いに関して、洗っている様子はあるが、指の間が上手く洗えておらず、不潔傾向がある様子。また、頻度は少ないが、衣服から尿臭がすることがある。
	本人は手や足の湿疹からストレスを感じていることが多い為、ストレスを軽減するために皮膚疾患に関するケアが必要になる。皮膚疾患は概ね完治しているが、指の間が不潔になっている様子や、衣服に異臭見られることがあり、皮膚疾患が悪化してしまう可能性がある。今後も目標を継続し、デイケアでの保清面の状況を確認し、不十分さが見られた場合は、清潔を保てるよう介入していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	再発せずに、地域での生活を継続する
	①内服を欠かさず継続する。
	①スタッフからの声掛けがなくても、確実に服薬できるようにする。
	①通所時（外出時）は、ポケットに薬包が入っているか確認する。来所時、スタッフは薬包を持ってきたか確認する。

	
	②ストレスをためない。
	②疲労やストレス等があった際にはスタッフに相談する。
	②疲労・睡眠・イライラ感などストレスがあった時はスタッフに相談し、スタッフと共に解決方法を考える


